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対象は，言語障害もしくは行動異常が緩徐に進行し， MR 1 画像で前頭葉ないしは側頭葉に限局した模状の葉性萎
縮を認めた23症例(男性13例，女性10例，平均発症年齢58土6.3歳)。言語症状は，臨床評価に加えて SLTA， Marie 
の 3 枚の紙テスト， Token Test，語義失語テスト，ならびに諺の補完現象検査を施行し評価した。萎縮部位は，全
例にMRI を施行しその水平断像，冠状断像から同定した。
その結果， 20例に言語障害を認めた。そのうちの18例では，行動異常，自発性の低下等の前頭葉症候がみられた。
症例は言語症状の有無およびその内容に従って 7 つの群に分類された。 A群) 11例。音声言語において語音把握は良
好であるのに語義理解が不良で呼称障害を伴い，文字言語で仮名文字の障害がごく軽度であるのと対照的に漢字の読
み書きに困難さを有し，加えて類音的錯読を認め，いわゆる語義失語像を呈していた。 MRI では，全例側頭葉の非
対称性の著明な萎縮を認めた (9 例は左側優位， 2 WiJは右側優位)。萎縮は側頭葉内側部から外側部まで及んでいた
が，上側頭回後方部には萎縮は認めなかった。なお l 例で前頭葉の軽度の萎縮を認めた。 B 群) 1 例。呼称障害に加
えて軽度の語義理解障害を認めたが，漢字の失書を認めず語義失語像を呈していなかった。脳萎縮は両側側頭極なら
びに側頭葉内側部に限局し，側頭葉外側部は比較的保たれていた。 C群) 5 例。明らかな呼称障害を認めるが，語義
理解障害を認めなかった。 MRI では，前頭葉の著明な萎縮に加えて側頭葉にも萎縮を認めた。側頭葉の萎縮は，部
位，程度ともにA群とほぼ同じであった。 D群) 1 例。初期に，字性錯語を伴う非定型的な流暢性失語像を呈し，そ
の後構音の障害が加わった。上側頭回に強調を有する左側頭葉の限局性萎縮を認めた。 E群) 1 例。非定型的な非流
暢性失語像を呈していた。前頭葉外側面，側頭極の萎縮に加えて左前頭葉弁蓋部の明らかな萎縮を認めた。 F 群) 1 
例。顕著な反復言語を認めたが明らかな失語を認めなかった。 MRI では，右側頭葉の限局性萎縮を認め，特に右上
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側頭回に顕著であった。萎縮は前頭葉にも一部及んでいた。 G群) 3 例。明らかな言語障害を認めなかった。そのう












にMRI および SPECT を用いて放射線学的検討を加えた。その結果症例は言語症状から， A) 語義失語像を呈した
11例， B) 軽度語理解障害と語健忘を呈した 1 例， C) 理解障害のない語健忘を呈した 5 例， D) 非定型的流暢性失
語像を呈しその後構音障害が加わった 1 例， E) 非定型的非流暢性失語像を呈した l 例， F) 顕著な反復言語を認め
た 1 例， G) 言語障害を認めなかった 3 例，の 7 つの群に分類された。放射線学的検査の結果，各群内では共通した
萎縮の分布様式を示し，言語症状が異なれば萎縮の分布様式も異なっていた。以上の結果から，葉性萎縮症例の言語
症状は萎縮の分布様式と密接な関連があり，従って葉性萎縮症例では言語機能が系として障害される可能性が示唆さ
れた。
これらの知見は葉性萎縮症例の言語機能とその神経解剖学的基盤についての理解に寄与するものであり，学位に価
寸るものと考える。
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